
P2	 年頭のご挨拶
P3	 議会紹介
P4	 �コロナ・インフルエンザが大流行?!� �

「手洗い」「消毒」きちんとできていますか？

令和五年　2023年  １月 公立豊岡病院組合広報紙 第108号

組合立病院　◇豊岡病院　◇日高医療センター　◇出石医療センター　◇朝来医療センター

P5	 �年末年始の受診について / 看護師奨学金制度のお知らせ /� �
医師異動のお知らせ

P6	 てくてくぶらり病院探訪
P8	 正規職員募集のお知らせ / 入札参加資格申請書の追加受付について

手指衛生啓発イベントの様子

正しい手指衛生の方法を学んで、感染対策ばっちりです！

（くわしくは4ページへ）



2ほすぴたる 第108号（2023.1） 

年頭のご挨拶

朝
来
医
療
セ
ン
タ
ー�

�

病
院
長
　
木
山
　
佳
明

今
年
こ
そ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
終
息
し
、
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と

し
た
生
活
が
送
れ
る
年
に
な
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。
当
院
は
そ
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
、
地

域
の
方
々
の
健
康
を
守
る
た
め
、
職
員
一
同

頑
張
り
ま
す
。

公
立
豊
岡
病
院
組
合�

�

管
理
者
　
松
原
　
昭
雄

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
診
療
体
制
と
な
っ

て
三
度
目
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
長

く
な
り
ま
し
た
。
変
異
を
繰
り
返
す
ウ
イ

ル
ス
と
の
戦
い
で
は
こ
れ
が
普
通
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
根
負
け
し
な
い
よ
う
に
、
長
期
戦
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。病

院
組
合
で
は
、
役
割
の
異
な
る
四
病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
日
高
医

療
セ
ン
タ
ー
か
ら
豊
岡
病
院
に
眼
科
機
能
が
移
転
し
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た
眼
科
医

療
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
も
透
析
医
療
や
訪
問
診
療
等
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
役
割
分
担
が
必
要
で
す
。
病
院
組
合
で
は
、
地
域
の

医
療
機
関
と
力
を
合
わ
せ
て
、
但
馬
の
医
療
・
生
活
を
守
る
べ
く
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

豊
岡
病
院�

�

病
院
長
　
三
輪
　
聡
一

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
振
り
回
さ
れ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
に
は
、
複
数
病
棟
に
お
い
て
、
入
院

患
者
及
び
病
棟
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

不
急
の
入
院
や
手
術
の
延
期
な
ど
を
患
者

さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
眼
科
機
能
が
移
転
し
ま
す
。
5
月
の
診
療
開

始
を
目
指
し
て
、
現
在
、
関
連
工
事
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
急
性
期
病
院
と
し

て
の
機
能
を
高
め
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー�

�

病
院
長
　
田
中
愼
一
郎

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
6
月
か
ら

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
だ
か
豊
岡
サ
テ

ラ
イ
ト
事
業
所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
訪
問
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
今
ま
で

行
け
な
か
っ
た
地
域
に
も
足
を
運
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
今
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

出
石
医
療
セ
ン
タ
ー�

�

病
院
長
　
西
岡
　
　 

顯

コ
ロ
ナ
の
予
防
策
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

抑
え
て
き
ま
し
た
が
、
人
混
み
の
中
で
も
マ

ス
ク
を
外
す
人
が
増
え
て
き
た
た
め
、
今
年

は
流
行
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
続
く
肺
炎
は
重
症
で
す
。
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
が
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
。

�

（
広
場
に
て
）

※撮影時のみマスクを外しています。
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議会運営委員

田中 藤一郎
（豊岡市）

地域医療をしっ
かり守り、未来を
見据えて推進し
てまいります。

議会運営委員

西田　 真
（豊岡市）

但馬の地域医療
発展・充実のため
に、市民目線で頑
張ります。

総務委員

芦田 竹彦
（豊岡市）

但馬地域の基幹
病院として医療
の充実と環境作
りに尽力します。

総務委員

須山 泰一
（豊岡市）

身近な公立病院
は地域医療の要
です。より一層の
発展を目指して
頑張ります。

総務委員

米田 達也
（豊岡市）

地域の拠点病院
として医療の充
実、継続を目指し
尽力いたします。

総務委員

足立 義美
（朝来市）

但馬地域の基幹・
中核病院として、
信頼され愛され
る病院となるよ
う尽力します。

総務委員

森下 恒夫
（朝来市）

朝来医療センタ
ーが地域にとっ
て無くてはなら
ない存在となる
よう取り組みま
す。

公立豊岡病院組合議会のご紹介

議会運営委員長

浅田　 徹 （豊岡市）

市民に信頼される医療サー
ビスの提供と経営の健全化
に尽力します。

議会運営副委員長

浅田 郁雄 （朝来市）

地域医療を担う病院として市
民の生命を守り市民の安心安
全な医療を目指し頑張ります。

総務委員長

清水　 寛 （豊岡市）

市民に信頼され、生活を守
る地域医療体制づくりに尽
力します。

総務副委員長

小森 弘詞 （豊岡市）

豊かな生活を支える地域の
基幹病院であり続けられる
よう尽力します。

あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
12
月

の
公
立
豊
岡
病
院
組

合
議
会
定
例
会
で
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
病
院
組
合
の
議

会
は
、
豊
岡
市
及
び
朝
来
市
か
ら
選
出
さ
れ
た
14
名
の
議
員
で
構
成

し
て
お
り
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
役
員
構
成
で
活
動
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
組
合
で
は
、
豊
岡
病
院
と
日
高
・
出
石
・
朝
来
医
療
セ
ン
タ

ー
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
分
担
し
て
、
高
度
・
専
門
医
療
、
救
急
医
療
、

感
染
症
・
災
害
医
療
・
精
神
疾
患
な
ど
の
政
策
医
療
、
生
活
習
慣
病

や
地
域
包
括
ケ
ア
、
透
析
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
業

務
を
通
じ
て
住
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
と
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

病
院
組
合
議
会
で
は
市
議
会
と
同
じ
よ
う
に
、
条
例
や
予
算
、
決

算
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、
定
例
会
ご
と
に
一
般
質
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
病
院
組
合
財
政
の
健
全

化
、
不
採
算
医
療
と
国
県
の
支
援
、
豊
岡
病
院
及
び
各
医
療
セ
ン
タ

ー
の
運
営
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
議
員
と
病
院
当
局
が
活
発
に

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。
自
由
に
傍
聴
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
議

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

副議長
議会運営委員

日下　  茂
（朝来市）
公立豊岡病院組合
の4病院が安心・安
全と命を守る高度
医療の拠点となる
よう、更なる発展
運営に努力してま
いります。

監査委員
議会運営委員

岡本　昭治
（豊岡市）
市民の皆さまから
の信頼に応えられ
る病院とするた
め、医療体制の充
実および経営の健
全化に努めます。

公立豊岡病院組合議会�
議 長

松井 正志
（豊岡市）
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コロナ・インフルエンザが大流行？！
「手洗い」「消毒」きちんとできていますか？

アルコール手指消毒剤も効果的！

公立豊岡病院安全管理部では、令和４年度「 医療安全推進週間 」（ 11/20～26）
に合わせ、手指衛生啓発イベントを開催しました。来院患者やご家族の方にアルコー
ル手指消毒剤を使っていただき、すみずみまで行き届いているか確認しました。

感染症対策は、マスクの着用や3密の回避などが大切ですが、「 手洗い」も忘れてはいけません。色々なもの
を触ったあなたの手には、コロナウイルスなどの病原体が付着しているかもしれません。人は無意識のうちに、 
1時間平均23回も顔を触っています。手を洗わずに目や鼻、口などを触ることで、粘膜から病原体が体の中に侵
入し、感染のリスクが高まります。

普段何気なくおこなっている「 手洗い」を見直してみませんか。

最近は多くの施設の出入口付近にアルコール手指消毒剤が設置されています。アルコール消毒も手指の消毒に
は有効です。でも、正しく使えなければ十分な効果は発揮できません。あなたはきちんと消毒ができていますか？

きちんと手洗い、きちんと消毒をして、元気に冬を乗り切りましょう！

手指消毒のやり方
これ大事！��1回分の量は�
「ポンプを下まで押し切り！」
乾くまで擦り込みましょう�
（15秒以上）

公立豊岡病院�安全管理部�感染管理室

アルコール消毒剤がきちんと塗り広げられているか、専用の機器で確認しました

手洗いの
５つの
タイミング

ポンプを１プッシュ
全部押しきるのが�
１回分の量です

①

まず指先から�
消毒液に浸し�
すりこむ

②

次に手の平

③

そして忘れがち
な手の甲

④

指の間も�
しっかり

⑤

親指もスマホで
よく使うので

⑥

仕上げは手首

⑦

乾燥したら完了

⑧

あなたの手はピッカピカ？

外出先
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年末年始にかけて多くの救急受診が予想されますが、当救命救急センターは三次
救急医療機関として緊急度、重症度の高い方への治療を最優先に行うため、緊急度
の低い方には長時間お待ちいただく場合や応急的な治療しか提供できない場合があ
ります。加えて昨今のウイルス感染症の診療には時間を要しますので、さらに長時
間お待ちいただくこともあります。� �
　緊急性のない方は、かかりつけ医や診療所等を受診されるなど、救命救急セン
ターの適切な利用にご協力いただきますようお願いいたします。

年末年始・時間外（休日・夜間等）の 
救急外来受診についてのお願い

組合内各病院の年末年始診療体制
12/28

㈬
12/29

㈭
12/30

㈮
12/31

㈯
1/1
㈰

1/2
㈪

1/3
㈫

1/4
㈬

豊 岡 病 院

通
常
診
療

救急対応

通
常
診
療

日 高 医 療 セ ン タ ー 休　　診 ※人工透析のみ行います

出 石 医 療 セ ン タ ー 救急対応

朝 来 医 療 セ ン タ ー 救急対応

豊岡病院よ
り

お知らせ

医師異動のお知らせ
（R4.10.2 ～ R4.12.1）

新任医師
豊岡　産婦人科
R4.11.1着任
専攻医

佐
さ

藤
と う

  晋
し ん

平
ぺ い

豊岡　心臓血管外科
R4.12.1着任
医長

仲
な か

井
い

  健
た け

朗
お

退職医師
豊岡 産婦人科… …… 今

いま
竹
たけ

ひかる	 R4.11.30退職

看護師奨学金制度のお知らせ
●応募資格　�令和5年4月時点で看護師養成校に在学�

もしくは入学見込者
●貸与金額　月額 50,000円（年額600,000円）
●貸与期間　修学年限内（2〜4年）
●返還免除　�公立豊岡病院組合に就職し、�

一定期間の勤務後に返還を免除します。

※詳細は公立豊岡病院組合ホームページをご確認下さい。
※�新年度の募集要項については後日ホームページに公開いたします。 

（3月頃予定）
http://www.toyookahp-kumiai.or.jp/



6ほすぴたる 第108号（2023.1） 

て
く
て
く
ぶ
ら
り

病
院
探
訪

今
回
は
、
豊
岡
病
院
の
外
来
を
取
材
し

ま
し
た
。
豊
岡
病
院
に
は
、
一
日
約
900
人

の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
ま
す
。
千
人
を

超
え
る
日
も
あ
り
ま
す
。
病
院
の
玄
関
と

言
わ
れ
て
い
る
外
来
担
当
の
谷
垣
看
護
師

長
と
宮
代
看
護
師
長
に
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。（
取
材
：
中
奥
桃
奈
）

○
豊
岡
病
院
の
外
来

入
口
前
に
は
、
車
椅
子
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
朝
早
く
か
ら
警
備
員
が
車
椅
子
を
並
べ
、

と
き
に
は
患
者
さ
ん
を
窓
口
ま
で
案
内
し
ま
す
。

多
く
の
車
椅
子
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
な
く
な

る
時
も
あ
る
そ
う
で
す
。

玄
関
を
入
る
と
医
療
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
11
時
ま
で
外
来
担
当
の
看
護
師
長
が

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
周

囲
の
様
子
を
確
認
し
た
り
し
て
、
何
か
の
際
に

は
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
悩
み
の
症
状
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

令
和
6
年
秋
に
現
在
使
わ
れ
て
い
る
健
康
保

険
証
が
原
則
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
一
体
化
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
w
e
b
上
で
申
込
を
行
う

と
、
保
険
証
と
し
て
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

他
病
院
で
処
方
さ
れ
た
直
近
の
薬
の
情
報
や
、

他
病
院
で
受
け
ら
れ
た
健
診
の
結
果
も
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
の
申
請
手
続
き
も

簡
単
に
な
り
ま
す
。
組
合
内
の
す
べ
て
の
病
院

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
に
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
入
院
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

令
和
4
年
4
月
か
ら
、
外
来
エ
リ
ア
の
一
角

に
入
院
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
移
設
し
ま
し
た
。

一
日
に
約
20
人
の
患
者
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
利
用
人
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
入

院
前
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
治

療
の
流
れ
や
入
院
生
活
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

し
、
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
緊
急
入
院
以
外
の
全
て
の
入
院
患
者
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）

待
合
ス
ペ
ー
ス
に
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
、
病
院
給
食
の
映
像
な
ど
が
流
れ
、
少
し
で

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
採
血
室
の
待
合
ス

ペ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ

ー
ジ
に
は
、
採
血
後
の
注
意
点
な
ど
も
放
映
し

て
い
ま
す
。

0

2000

4000

6000

R1 R2

入院サポートセンター利用者数　（人）

（年度）
R3 R4

1557

2525

4441
5122（見込）

宮代看護師長（左）と谷垣看護師長（右）

デジタルサイネージ

入院サポートセンター

マイナンバーカード

一体化

健康保険証
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○
採
血

外
来
患
者
さ
ん
の
約
3
割
が
採
血
を
必
要
と

す
る
患
者
さ
ん
で
す
。
看
護
師
だ
け
で
な
く
臨

床
検
査
技
師
も
採
血
業
務
を
行
い
ま
す
。
待
ち

時
間
短
縮
の
た
め
、
平
成
27
年
か
ら
臨
床
検
査

技
師
が
必
ず
一
人
は
採
血
レ
ー
ン
に
立
つ
よ
う

に
し
た
こ
と
、
看
護
師
の
応
援
体
制
を
整
え
た

こ
と
、
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
事
務
職

員
が
誘
導
し
て
い
る
こ
と
で
、
平
均
待
ち
時
間

は
12
分
だ
そ
う
で
す
。
短
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
と
き
に
は
お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ
と
も

ま
だ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
さ
ら
に
短
縮

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

○
転
倒

年
配
の
患
者
さ
ん
が
多
く
、
転
倒
は
骨
折
な

ど
重
大
な
怪
我
に
つ
な
が
る
た
め
神
経
を
張
り

巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

外
来
で
の
転
倒
件
数
は
、
年
間
約
50
件
。
約

60
％
は
75
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
で
す
。
転
倒
を

防
止
す
る
た
め
に
、
雨
の
日
は
師
長
も
床
を
拭

い
た
り
、
杖
歩
行
の
患
者
さ
ん
に
車
椅
子
を
案

内
し
た
り
、
患
者
さ
ん
の
状
況
に
応
じ
て
、
待

合
室
ま
で
案
内
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

〇
適
切
な
判
断

「
医
療
相
談
窓
口
に『
息
が
し
ん
ど
い
』
と

訴
え
が
あ
る
患
者
さ
ん
を
、
救
急
科
の
受
診
が

必
要
だ
と
判
断
し
、
搬
送
し
た
結
果
、
心
不
全

で
緊
急
入
院
に
な
り
ま
し
た
。
退
院
後
、『
命
を

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』と
わ
ざ
わ
ざ
医

療
相
談
窓
口
ま
で
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
元

気
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
し
、
何

よ
り
命
を
救
え
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。」と
師
長
。

適
切
な
判
断
の
結
果
、
救
え
た
命
だ
と
思
い
ま

す
。

令和3年度年齢別転倒件数（外来）　 （件）

2 1 0 1 2 2

6

19

15

3

0

4

8

12

16

20

0～
10
歳

11
～
20
歳

21
～
30
歳

31
～
40
歳

41
～
50
歳

51
～
60
歳

61
～
70
歳

71
～
80
歳

81
～
90
歳

91
～
10
0歳

①�

周
囲
の
医
療
従
事
者
や
付

き
添
い
の
ご
家
族
か
ら
時
間

や
状
況
な
ど
話
を
聞
く
。

②�

頭
部
打
撲
の
有
無
や
打
撲
部

位
の
確
認
。

③
血
圧
を
測
り
、
全
身
を
確
認
。

④�

異
常
が
あ
れ
ば
受
診
を
勧
め
、

何
も
な
く
て
も
ご
家
族
に
そ

の
日
は
気
を
つ
け
て
過
ご
し

て
も
ら
う
よ
う
に
伝
え
る
。

臨床検査技師

医
療
相
談
窓
口
に
は
、
症
状
を
判
断
す

る
た
め
体
温
計
や
血
圧
計
が
あ
り
ま
す
が
、

長
年
の
看
護
師
の
経
験
を
活
か
し
、
患
者

さ
ん
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
適
切
な
判

断
を
行
い
ま
す
。

（年度）R1 R2 R3

1 日あたり患者数　（人）

外来 1日あたり患者数
採血 1日あたり患者数

917.7
870.7

965.2

800

900

1000

200
0

300
246 232 234

谷
垣
師
長
も
宮
代
師
長
も
と

て
も
忙
し
そ
う
で
し
た
が
、
親

身
に
な
っ
て
患
者
さ
ん
の
お
話

を
聞
い
て
お
ら
れ
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
患
者
さ
ん
に
安
心

し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
医
師
・
看
護
師
と
と
も
に
、

看
護
補
助
者
や
Ｍ
Ａ（
医
師
事

務
作
業
補
助
者
）、
受
付
の
事

務
職
員
な
ど
が
職
種
を
超
え
て

連
携
し
て
い
ま
す
が
、
日
々
改

善
点
が
見
つ
か
る
そ
う
で
す
。

患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々
努

力
を
続
け
ま
す
。
満
足
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
優
し
さ
の
中
に

芯
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私

も
お
二
人
を
見
習
っ
て
、
患
者

さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に

な
る
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。 コ

ラ

ム

患者さんが転倒
されたら… 転

倒
は
想
像
以
上
に
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
。
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正規職員募集（令和4年度最終募集）のお知らせ
募集 
職種

募集 
人数

受験資格
採用予定日 募集受付 試験日

年齢 学歴・資格等

看護師 15名 
程度

45歳以下 
（令和5年4月1日時点）

看護師免 
許取得者

※取得見込者を含む

随時/ 
新卒の方は 

令和5年4月1日 

①～1月13日㈮ 
②～2月10日㈮ 
③～3月10日㈮

①1月21日㈯ 
②2月18日㈯ 
③3月18日㈯

※募集要項は当組合ホームページからダウンロードできます。
※�最新の情報はホームページをご確認ください。 

http://www.toyookahp-kumiai.or.jp/�

問合せ：総合調整課
電話 0796-22-6111（内線2117）

令和5年度 入札参加資格申請書の追加受付について
　令和5年度において、公立豊岡病院組合の発注する建設工事及び物品・役務関係

の入札に参加を希望される方は、令和5年1月に追加受付のご案内を病院組合ホーム

ページへ掲載する予定ですのでご確認ください。

　なお、豊岡市・朝来市とは別に申請が必要となりますのでご注意ください。


